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7２

本論文には学説史を塗り替える両墓制の分析や，ケガ

レからカミヘの展開，先祖祭紀に崇り・血統・親近感な

ど三種の感情を読み取るなど，随所に独創的な見解が提

示されている。しかし，第一部・第二部・第三部の論述

が各々独立した印象があり，有機的に統合されていると

は言いがたい。この間の密接な繋がりが論述されれば，

よりよい論文になったと考えられる。また，ハラヘをケ

ガレからカミヘ逆転する装置として把握し，ケガレの中

にカミを認める発想は興味深いが，日本人全体に共通す

るかどうかは論証が不十分であろう。ケガレを妃り上げ

てカミにする考え方も民俗の中にあり，これとの関連に

ついての考察も必要と思われる。特にケガレとカミを死

猿観念と結び付ける部分は，より慎重な検証が必要であ

る。また，死の観念をケガレと関連させて全体的に論じ

た箇所は，事例相互の連関が十分ではなく焦点を絞り込

んで考察する必要がある。更に，これは本論文の枠外と

思われるが，日本人の死・葬送・墓制を東アジアの中に

位置付けて解明することが試みられたならば，より大き

な枠組みの中でこれらの諸問題が理解できたと思う。以

上のような問題点はあるが，本論文は両墓制・生死の構

造的理解・ケガレ論・先祖祭紀などに新説を提示した独

創的な研究であり，その成果を高く評価することが出来

る。

上記の審査の結果により，筆者は本論文によって博士

(社会学）の学位を受けるに値するものと認められる。
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内容の要旨

１．本論文の目的

ごみ問題は，個人の問題であると同時に社会的な問題

でもある。この様なごみ問題に関して本論文では，従来

からの対応策（規制的手法からの対応策と経済的手法か

らの対応策）と並行して用いることの出来る対応策を明

らかにしようとしている。その対応策とは，社会的（あ

るいは文化的）な背景を考慮にいれながら行う個人的な

文脈からの対応策のことで，本論文ではそれを「心理的

手法を用いた介入計画案」と名付けている。

本論文の目的は，第一に「個人のごみ捨て行動のパ

ターン」と「そのごみ捨て行動に対する対応策」の実態

を歴史的な視点を含めて把握・分析することにより「個

人のごみ捨て行動とその対応策」に関する文化的背景を

明らかにすることである。第二の目的は，「個人のごみ捨

て行動」に対する応用行動分析的な手法の効果を日常生

活場面で実証的に検討することである。そして第三の目

的は，それらの検討に基づき，文化的な背景を考慮に入

れた上で応用行動分析的な手法を取り入れた「心理的手

法を用いた介入計画案」の基礎的な構想を示すことであ

る。

２．本論文の構成

本論文の第２章・第３章では，ごみ捨て行動とその対

応策に関する文化的背景に関してまとめている。また第

４章・第５章では，現代の学生や主婦のごみ捨て行動に

関する意識を調べている。そして第６章では，現代の学

生のごみ捨て行動に関する「本音」を，社会的ジレンマ

ゲームという形をかりて調べている。第７章・第８章で

は，本介入計画案の具体的な手法として位置づけている

応用行動分析の効果を日常生活場面において実証的に検

討している。第９章では，第８章までの検討をもとに

｢心理的手法を用いた介入計画案」の基本的な構想をし

めしている。第１０章では，各章の総括と今後の課題に

関してまとめている。

3．各章の要旨

(第１章の要旨）

第１章では，研究の目的，先行研究のレビューと本研

究の意義・位置づけ，ごみ捨て行動にかかわる基礎概

念，研究の構成と研究方法について述べている。また，

｢ごみ」「ごみ捨て行動」「心理的手法による対応策」や

｢心理的手法を用いた介入計画案」等の定義づけを行っ

ている。以下に本論文の基本的な概念に関する定義を記

す。



①ごみ：日常生活を営む個人が不必要だと判断したもの

の総称｡「廃棄物」は一般廃棄物と産業廃棄物を

合わせた総称であるのに対し，「ごみ」は一般廃

棄物とほぼ同じ概念で使われる。産業廃棄物は

「ごみ」とはいわない。

②ごみ捨て行動：ｌ｣常生活を営む個人が不必要だと判断

したものを私的空間（自分の身辺）から公的空

間（口分の身辺から離れたところ）へ移動させ

る行動のこと。本研究では，個人のごみ捨て行

動のパターンは日常生活で経験される様々な強

化子によって強化され獲得されると考えてい

る。

本研究では，「ごみ捨て行動」の下位概念とし

て「廃棄｢|的のごみ捨て行動」（不必要だと判断

したものを廃棄を目的に私的空間から公的空間

へ移動させる行動）と「再利用日的のごみ捨て

行動」（不必要だと判断したものを再利用を目

的に私的空間から公的空間へ移動させる行動）

があると定義している。各時代状況によって，

ある時は「ごみ捨て行動」＝「廃棄目的のごみ捨

て行動」であったり，また別の時は「ごみ捨て

行動」＝「廃棄、的のごみ捨て行動」＋「１１利用

日的のごみ捨て行動」であったりすると考えて

いる。

③対応策：全体的なごみ問題を解決することを目的にと

られた主に行政による条例や規制・提案をさ

す。本研究で扱う具体的な対応策は次の３つで

ある。

ａ）規制的手法による対応策（従来の，有害な汚染

源の特定化が明確に出来る問題に対して取られ

てきた手法のこと）

ｂ）経済的手法による対応策（発生源や加害者・被

害者を特定しにくい時に用いられるもので，汚

染者が負荷量に応じて費用を負担する手法のこ

と）

ｃ）心理的手法による対応策（発生源や加害者・被

害者を特定しにくい時に，用いられるもの。「個

人を取り巻く物理的な環境整備」と「適切な動

機付けを行う環境の整備」を同時に行うことか

らなる本研究で提唱した手法のこと。この方法

論には社会・文化的な背景を考慮した上で，応

用行動分析の方法論が組み込まれている。

④心理的手法を用いた介入計画案：現在の社会的文脈か

らの対応策である規制的手法十経済的手法に基
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づいた対策と同時に用いることを想定した，心

理的手法に基づいた対応策のこと。「心理的手

法」の定義は③のｃ)の通り。

(第２章の要旨）

第２章では，まずはじめにごみの捨て方を歴史的な観

点から６つの類型に分類している。そして，第１段階か

ら第４段階までのごみ捨て行動のパターンとその対応

策の特徴をまとめている。

本章で歴史的な検討をおこなっている理由は，本研究

で提唱する「心理的手法を用いた介入計両案」の中に社

会的（もしくは文化的）な背景を取り入れるためである。

本章の歴史的な史料の分析により明らかになったことは

次の３点である。

第一に，平安時代までは，ごみは敷地に穴を掘って捨

てたり，道路に捨てたりするものであった。ごみが問題

になったケースはあまりなかったようであるが，平安時

代にはごみ問題が「都の美観を保つための問題」として

取り上げられたことがある。この時の対応策は規制的手

法によるもので，かなり厳しい罰を伴ったものであっ

た。しかし，その効果はあまりなかったようである。

第二に，鎌倉時代の鎌倉には，都市機能維持の問題お

よび防衛問題としてのごみ問題が存在した、この時代の

鎌倉人は，ごみを溝に蹴り落とすというごみ捨て行動を

主にしていたが，この溝は鎌倉を都市として機能させる

ためには電要なものであったので，この行為が問題に

なった。この時代の対応策は，規制的手法によるもので

あった。具体的には，町役人の監督の下で住人に掃除を

させるというものであった。

第三に，江戸時代の江戸には，都市防衛問題（防火対

策)，都市機能維持問題（水路確保対策)，および新出開

発に代表される開発問題としてのごみ問題が存在してい

た。この時代の江戸人は，初期には自宅周辺にごみを投

棄していた。それが禁止されると次には水路に投棄して

いた。しかしほどなくそれも禁止され，最終的には幕府

によって決められた「ごみ収集から運搬・処分」ルート

にそったごみ捨て行動を取るようになった。この時代の

対応策は，規制的手法によるものが主であったが，後期

になると経済的手法とも考えられる対応難も取られるよ

うになっていた。

(第３章の要旨）

第３章では，第５段階以降のごみ捨て行動のパターン

とその対応策の特徴をまとめている。その際，特に①大

正時代，②lKl家総動員法公布下の時代，③高度経済成長

下の時代の３つの時代を取り上げている。そしてそれぞ
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れの時代の主に主婦のごみ捨て行動を，婦人雑誌「主婦

之友」「婦人の友」を通して分析している。

本章で歴史的な検討をおこなっている理由は，本研究

で提唱する「心理的手法を用いた介入計画案」の中に社

会的（もしくは文化的）な背最を取り入れるためである。

本章の婦人雑誌「主婦之友」「婦人の友」の分析により明

らかになったのは次の３点である。

第一に，大正時代の主婦達は，日常生活の中でリサイ

クル（廃物利用）を行っていたがその動機は，自己の家

計の防衛のためであったと考えられる。この時代の対応

策は規制的な手法によるものであるが，罰則はかなり緩

いものであった。

第二に，国家総動員法下の主婦達は，前期には戦争費

用捻出のための貯蓄を増やすための手段として再利用を

おこなっていた。そして後期には自分や家族が生き残る

ための手段として再利用をおこなっていた。再利用をお

こなわないという選択肢はほとんど残されていなかった

のがこの時代の特徴であったといえる。

第三に，高度経済成長下の主婦達は，「消費は美徳」の

時代の雰囲気を敏感に感じていたが，その雰囲気が直接

｢使い捨て」につながったわけではなかった。消費を行う

ためには，節約をしてお金を貯めなくてはならなかった

ので「再利用」もかなりlj常的におこなっていたのであ

る。この時代の対応策は規制的手法によるものが主であ

るが，罰則は緩かったということがわかった。

(第４章の要旨）

第４章では，現代の学生のごみ捨て行動に関する意識

をまとめている。その際，フィッシュパインの態度一行動

モデルを参考にしている。また，ごみ捨て行動に関する

意識の特徴を明らかにするために，飲酒行動と清掃行動

に関する意識の特徴も調べて比較している。

本章で現代の学生に関する検討をおこなった理由は，

本研究で提唱する「心理的手法を用いた介入計画案」の

中に，社会的（もしくは文化的な）背景を取り入れるた

めである。本章の質問紙調査により明らかになったこと

は次の３点である。

第一に，現代の学生のごみ捨て行動は，フィッシュパ

インの態度一行動モデルで説明出来ることがわかった。

したがって，現代の学生の適切なごみ捨て行動を誘発す

るためには，態度や主観的規範に働きかけると効果があ

ることがわかった。

第二に，ごみ捨て行動の仕組みは項目ごと（｢紙ごみを

きちんとごみ箱に捨てる｣，「あき缶を分別ごみ箱に捨て

る｣，「不要なコピー紙を再生利用にまわす｣）に異なって

いて，その項目ごとに適切な対応方法があることがわ

かった。

第三に，ごみ問題に関する正確な知識と適切なごみ捨

て行動の間には関係があることがわかった。

(第５章の要旨）

第５章では，現代の主婦のごみ捨て行動に関する意識

をまとめている。その際，１具婦のごみ捨て行動に対する

①物理的な環境条件と②ごみの分別行動に関する自己評

価と他者からの評価という２要因に注目している。

本章で現代の主婦に関する検討をおこなった理由は，

本研究で提唱する「心理的手法を用いた介入計画案」の

中に社会的な（もしくは文化的な）背景を取り入れるた

めである。本章の質問紙調査により明らかになったこと

は次の３点である。

第一に，物理的な環境を整備することは，適切なごみ

捨て行動を促進する上で重要であることがわかった。

第二に，単に「物理的な環境のみを整備すれば良い」

というわけではなく，「適切なごみ捨て行動を形成する

ための介入」と同時におこなうことに効果があることが

わかった。

第三に，適切なごみ捨て行動が行われても，その行動

を生じさせる原因や動機は人によって様々であることが

わかった。

(第６章の要旨）

第６章では，現代の学生のごみ捨て行動に関する「本

音」の部分を抽出しようとしている。その際，ごみ捨て

行動を社会的ジレンマ状況に置き換えて分析している。

本章で小集団における実験をおこなった理由は，本研

究で提唱する「心理的手法を用いた介入計画案」の中に，

より「本音」に近い学生の行動パターンを取り入れ，併

せてその様な行動パターンを持つ学生に有効な介入方法

を検討するためである。本実験により明らかになったの

は以下の２点である。

第一に，ほとんどの学生は直接自分の利益には結びつ

かない課題（例えば，Ⅱ常生活においてはごみ問題の様

なもの）は無視する傾向があることがわかった。

第二に，学生が直接自分の利益に結びつかない課題に

関して，利他的な行動を取るようにするには，トークン

エコノミーのような手法を川いて利得構造を変更する必

要があることがわかった。

(第７章の要旨）

第７章では，日常生活がおこなわれている場面での適

切なごみ捨て行動を誘発するための手法（トークンエコ

ノミー）が実験的に検討されている。



本章で日常生活場面における実験をおこなった理由

は，本研究で提唱する「心理的手法を用いた介入計画案」

において，具体的な介入方法として位置づけられている

応用行動分析（特にトークンエコノミー）の効果を検証

するためである。本実験により明らかになったのは次の

２点である｡

第一に，日常生活がおこなわれている場面で，不特定

多数の人々にごみの捨て方に関するメッセージを流すと

きには，そのメッセージがなるべく一人一人に向けられ

た個人的なメッセージであるという印象を与えると効果

があることがわかった。

第二に，不特定多数の人々のごみ捨て行動を改善する

ためには，トークンエコノミーによる介入に効果がある

ことがわかった。

(第８章の要旨）

第８章では，日常生活がおこなわれている場面での適

切なごみ捨て行動を誘発するための手法（刺激性制御

法）が実験的に検討されている。

本章で日常生活場面における実験をおこなった理由

は，本研究で提唱する「心理的手法を用いた介入計画案」

において，具体的な介入方法として位置づけられている

応用行動分析（特に刺激性制御法）の効果を検証するた

めである。本実験で明らかになったのは次の２点であ

る。

第一に，物理的な環境整備は適切なごみ捨て行動を促

進する上で大きな効果があることがわかった。

第二に，単に物理的な環境を整備すれば良いのではな

く，適切なごみ捨て行動のパターンが形成されるような

介入を同時に行わなくては効果はないことがわかった。

(第９章要旨）

第９章では，第２章から第８章までの調査や実験の結

果をもとに考えられた「心理的手法を用いた介入計画

案」を具体的に示している。

本論文で提唱する「心理的手法を用いた介入計画案」

とは，「個人を取り巻く物理的な環境の整備」と「適切な

動機付けを行う環境の整備」を同時に行うことによっ

て，個人のごみ捨て行動を改善させようとするものであ

るｏ

「物理的な環境の整備」のための具体的な方法として

は，①住戸内の環境整備の必要性と②拠点回収システム

をはじめとした多様な回収ルートの整備の必要性に関し

て論じている。

また，「適切な動機付けを行う環境の整備」のための具

体的な方法としては，①教育，広報活動による適切な動
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機付けの必要'性と②トークンエコノミーによる強化の必

要性に関して論じている。

本章では，さらに「心理的手法を用いた介入計画案」

を現行のごみに関する政策の中に位置づけている。そし

て，従来からの規制的手法や経済的手法の限界を補う方

法として，本研究で提唱している「心理的手法」を同時

に用いることを提案している。

(第１０章の要旨）

第１０章では，各章の総括をし，今後の課題を述べて

いる。

本研究の今後の最終的な課題は，本論文で明らかにし

た「心理的手法」を現実の地方自治体の清掃行政にあて

はめ，その効果を実証することである。

そのためにまず必要なことは，心理的手法を構成して

いる２つの基本的な原則である「個人を取り巻く物理的

な環境の整備」と「適切な動機付けを行う環境の整備」

に関する具体的な方法（①住戸の環境整備，②多様な回

収ルートの整備，③教育，広報活動による適切な動機付

け，④トークンエコノミーを用いた動機付けの４点）を

さらに整備することである。

そして，その後にこれら４点を組み合わせて，地域の

実状にあわせた対応策をつくり，その効果を検討するこ

とが必要である。その際一番大切なことは「それぞれの

項目をバラバラに行うのではなく，①物理的環境の整備

と②適切な動機付けを行う環境の整備の２点を同時に

まとめて行うことである。

４．本論文の特徴，意義

従来のごみに関する研究では，人とごみとのかかわ

り，さらにはその対応策に関する歴史的な視点を含んだ

体系的な研究はあまり行われていない。また，ごみに関

する技術的な研究や社会的・経済的な研究はすでに理論

的・体系的に論じられているが，それらが個人のごみ捨

て行動の改善にどの様な影響を及ぼしているかに関する

研究は少ない。またごみを捨てる個人に注目した研究

は，社会政策の中での研究の位置づけが明確になされて

いないものが多く，現実社会での実行可能性が低いもの

が多い。

この様な従来からのごみに関する研究に対して，これ

までに論じてきた様に，本論文の持つ特徴と意義は次の

2点にまとめることが出来る。

第一に，歴史的な視点を含んだ「個人のごみ捨て行動

のパターンとそのごみ捨て行動に対する対応策」の実態

を歴史的な視点を含めて把握分析し，「個人のごみ捨て

行動とその対応策」に関する文化的背景を明らかにした
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研究であること（第１，２，３，４，５章において見られる成

果)。

第二に，個人的な文脈からの対応策の一つである応用

行動分析的な手法の効果を実証的に検証した上で，文化

的な背景を考慮した個人的な文脈からの対応方法である

｢心理的手法を用いた介入計lllIi案」の基礎的な構想を示

し，現行のごみに関する政策の中に位置づけたこと（第

6,7,8,9章において見られる成果)。

論文審査の要旨

高橋直君の博士学位請求論文「ごみ捨て行動のパ

ターンとその対応策に関する研究一心理的手法を用いた

介入計画書にむけて－」は，第一に，個人のごみ捨て行

動のパターンとそのごみ捨て行動に対する対応策の実態

を歴史的な視点を含めて把握・分析することにより「個

人のごみ捨て行動とその対応策」に関する文化的背景を

明らかにし，第二に，個人的な文脈からの対応策の一つ

である応用行動分析的な手法の効果を日常生活場面で実

証した上で，文化的な背景を考慮した個人的な文脈から

の対応方法である「心理的手法を用いた介入計画案」の

基礎構想を示し，現行のごみに関する政策の中に位置づ

けた研究である。従来のごみに側する研究では，人とご

みとのかかわり，さらにはその対応策に関する歴史的な

視点を含んだ体系的な研究はあまり行われてなく，ま

た，個人のごみ捨て行動の研究は社会政策の中での位置

づけが明確になされていないものが多く，本論文では人

のごみ捨て行動を歴史的視点と社会政策的文脈の中でと

らえつつ，応用行動分析的手法の効果を日常生活場面で

実証することにより具体的なごみ捨て行動の対応策を提

示した，極めて意義のある研究である。

論文は，第１章では，研究の目的と方法を述べ，第２

章・第３章では，ごみ捨て行動とその対応策に関してそ

の実態の歴史的文化的背景に関してまとめ，第４章・第

５章では，現代の学生や主婦のごみ捨て行動に関する意

識を調べている。そして第６章では，現代学生のごみ捨

て行動に関する本音を，社会的ジレンマゲームという形

をかりて調べている。第７章・第８章では，介入計画案

の具体的な手法として位置づけている応用行動分析の効

果を日常生活場面において実証的に検討している。第９

章では，第８章までの検討をもとに「心理的手法を用い

た介入計画案」の基本的な構想を示している。第１０章

では，各章の総括と今後の課題に関してまとめている。

各章の論点を要約すれば以下の通りである。

第１章「研究の目的と方法」では，研究の目的，先行

研究のレビューと本研究の意義・位置づけ，ごみ捨て行

動にかかわる基礎概念，研究の構成と研究方法について

述べている。本論文の基本的な概念に関する定義を記す

と，

①ごみ：日常生活を営む個人が不必要だと判断したもの

の総称｡「廃棄物」は一般廃棄物と産業廃棄物を

合わせた総称であるのに対し，「ごみ」は一般廃

棄物とほぼ同じ概念で使われる。産業廃棄物は

「ごみ」とはいわない。

②ごみ捨て行動：日常生活を営む個人が不必要だと判断

したものを私的空間（自分の身辺）から公的空

間（自分の身辺から離れたところ）へ移動させ

る行動のこと。本研究では，個人のごみ捨て行

動のパターンは日常生活で経験される様々な強

化子によって強化されると考えている。

本研究では，「ごみ捨て行動」の下位概念とし

て「廃棄目的のごみ捨て行動」(不必要だと判断

したものを廃棄を目的に私的空間から公的空間

へと移動させる行動）と「再利用目的のごみ捨

て行動」（不必要だと判断したものを再利用を

目的に私的空間から公的空間へ移動させる行

動）があると定義している。

③対応策：全体的なごみ問題を解決することを目的にと

られた主に行政による条例や規則・提案をさ

す。本研究で扱う具体的な対応策は次の３つで

ある。

（１）規制的手法による対応策（従来の，有害な

汚染源の特定化が明確に出来る問題に対して取

られてきた手法のこと)。

（２）経済的手法による対応策（発生源や加害

者・被害者を特定しにくい時に用いられるもの

で，汚染者が負荷儲に応じて費用を負担する手

法のこと)。

（３）心理的手法による対応策（発生源や加害

者・被害者を特定しにくい時に，用いられるも

の)。「個人を取り巻く物理的な環境整備」と

「適切な動機づけを行う環境の整備」を行うこ

とからなる応用行動分析の方法が本論文には組

み込まれている。

第２章「歴史にみるごみ捨て行動のパターンと対応策

１－江戸時代までのごみ問題」では，まずはじめにごみ

の捨て方を歴史的な観点から６つの類型に分類してい

る。第１段階「ごみがほとんど出ない」段階，第２段階

｢住居エリアに穴を掘って埋める」段階，第３段階「溝な



どに捨てて住居エリアから外に出す」段階，第４段階

｢海や111など非居住地域にそのまま捨てる」段階，第５

段階「火で焼いてから非住)バエリアにごみを捨てる」段

階，第６段階は「リサイクルする」段階となっている。

本章では，第１段階から第４段階までごみ捨て行動のパ

ターンとその対応策の特徴を，狩猟・漁猟時代，奈良時

代，平安時代，鎌倉時代，近111江戸時代と時代を迫って，

歴史的な史料の分析により明らかにしている。平安時代

までは，ごみは敷地に穴を掘って捨てたり，道路に捨て

たりするものであった。ごみが問題になったケースはあ

まりなかったようであるが，平安時代にはごみ問題が

｢都の美観を保つための問題」として取り上げられたこ

とがある。この時代の対応策は規制的手法によるもの

で，かなり厳しい罰を伴ったものであった。しかし，そ

の効果はあまりなかったようである。鎌倉時代の鎌倉に

は，郁市機能維持の問題及び防衛問題としてのごみ問題

が存在した。この時代の鎌倉人は，ごみを溝に蹴り落と

すというごみ捨て行動を主にしていたが，この溝は鎌倉

を都l1jとして機能させるために重要なものであったの

で，この行為が問題になった。この時代の対応策は，規

制的手法によるものであった。具体的には，町役人の監

督の~ﾄﾞで住人に掃除をさせるというものであった。江戸

時代の江戸には，郁市防衛問題（防火対策)，都市機能維

持問題（水路確保対策)，および新田開発に代表される開

発問題としてのごみ問題が存在していた。この時代の江

戸人は，初期には向宅周辺にごみを投棄していた。それ

が禁止されると次には水路に投棄していた。しかし，ほ

どなくそれも禁止され，最終的には幕府によって決めら

れた「ごみ収集から運搬・処分」ルートにそったごみ捨

て行動を取るようになった。この時代の対応策は，規制

的手法によるものが主であったが，後期になると経済的

手法とも考えられる対応策も取られるようになっていっ

た。

第３章「歴史にみるごみ捨て行動のパターンと対応策

２－ある婦人雑誌を通した大止時代からのごみ問題の検

討一」では，第５段階以降のごみ捨て行動のパターンと

その対応策の特徴をまとめている。その際，とくに①大

正時代，②昭和１１年から昭和２０年までの国家総動員

法公布下の時代，③昭和３４年から昭和４３年までの高

度経済成長下の時代の３つの時代を取り上げている。そ

れぞれの時代の主に主婦のごみ捨て行動を，婦人雑誌

｢主婦之友」「婦人の友」を通して分析している。これに

よって明らかにされたことは，大正時代の主婦達は，日

常生活の中でリサイクル（廃物利用）を行っていたがそ
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の動機は，向己の家計の防衛のためであったと巷えられ

る。この時代の対応策は規制的な手法によるものである

が，罰則はかなり緩いものであった。次に，lKI家総動員

法下の主婦達は，前期には戦争費用捻出のための貯蓄を

増やすための手段として卿利用をおこなっていた。そし

て後期には自分や家族が生きるための手段として再利用

をおこなっていた。再利川をおこなわないという選択肢

はほとんど残されていなかったのがこの時代の特徴であ

る。さらに，高度経済成長下の主婦連は，「消費は美徳」

の時代の雰|＃|気を敏感に感じていたが，その雰|ﾉH気が間

接「使い捨て」につながったわけではなかった。消費を

行うためには，節約をしてお金を貯めなくてはならな

かったので「l4j利用」もかなり日常的におこなっていた

のである。この時代の対応策は規制的手段によるものが

主であるが，罰則は緩かった。

第４章「質間紙調査にみるごみ捨て行動のパターンと

その対策’一現代学生の場合一」においては，２９６名の

現代学生のごみ捨て行動に関する意識をまとめている。

その際，フィッシュパインの態度一行動モデルを参考に

している。また，ごみ捨て行動に関する意識の特徴を明

らかにするために，飲酒行動と清掃行動に関する意識の

特徴も調べている。本章の質問紙澗査により明らかに

なったことは，①現代の学生のごみ捨て行動は，フィッ

シュパインの態度一行動モデルによると，現代の学生の

適切なごみ捨て行動を誘発するためには，態度や主観的

規範に働きかけるとある縄度効果が期待できることがわ

かった。②ごみ捨て行動の仕組みは項目ごと（｢紙ごみを

きちんとごみ箱に捨てる｣，「あき缶を分別ごみ箱に捨て

る｣，「不要なコピー紙を再生利用にまわす｣）に異なって

いて，その項目ごとに適切な対応方法があることがわ

かった。③ごみ問題に関する正確な知識と適切なごみ捨

て行動の間には関係があることがわかった。

第５章「質間紙にみるごみ捨て行動のパターンと対応

策２－現代の主婦の場合一」では，東京に在住する主婦

５６名，福島県に在住する主婦３８名，神奈川県に在住す

る主婦２３名，計１１７名のごみ捨て行動に関する意識を

まとめている。その際，主婦ごみ捨て行動に対する（１）

物flM的な環境条件と(2)ごみの分別行動に関する〔1己評

価と他者評価という２要因に注目している。本章の質問

紙調査により明らかになったことは次の３点である。①

物叫的な環境を繁傭することは，適切なごみ捨て行動を

促進する上で重要であることがわかった。②単に「物理

的な環境のみを整備すれば良い」というわけではなく，

｢適切なごみ捨て行動を形成するための介入」と同時に
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行うことに効果があることがわかった。③適切なごみ捨

て行動が行われても，その行動を生じさせる原因や動機

は人によって様々であることがわかった。

第６章「小集団における協力的な行動を誘発する要因

について－１事例による探索的研究」では，ごみ捨て行

動のように111〔接利益につながらない課題は無視するもの

ではないかという，ごみ捨て行動に関する「本音」の部

分をひきだすため，ごみ捨て行動を社会的ジレンマ状況

に置き換えて５名の学生からなる小集団実験を行って

いる。その結果，①ほとんどの学生は直接自分の利益に

は結びつかない課題は無視する傾向があることがわかっ

た。②直接ｎ分の利益に結びつかない課題に関して，利

他的な行動をとるようにするには，トークンエコノミー

のような手法を用いて利得構造を変更する必要があるこ

とが確認された。このことから，本研究の目的である

｢心理的手法を用いた介入計IIIli案」を考える際，ごみ捨て

行動のような行動はそれを誘発するには，トークンエコ

ノミーのような手法を用いることが有効であることが示

唆された。

第７章と第８章は適切なごみ捨て行動が生じるため

に，野球場とある商店街を実験場面として実際に介入実

験を応用行動分析の方法を川いて行っている。

第７章「適切なごみ捨て行動が生じるために１－あ

る野球場におけるごみ捨て行動への介入一」では，プロ

野球２軍戦をする野球場を６日間貸り，そこに観戦にき

た観客のごみ捨て行動を応用行動分析の手法によって制

御を試みた。第１日目と第６日ロはコントロール期，第

２日目はごみ袋のみの条件，第３日目はごみ袋に「ごみ

をこの袋にいれてください。そうすれば，みんなの模範

になります｡」いう正の促進をうながすメッセージをい

れた。第４日目はごみ袋に「ごみをこの袋に入れて下さ

い。そして，賞品をあてましょう。あなたのごみ袋の番

号は賞品が当たっているかもしれません。お帰りの際，

ごみ袋を出口まで持っていき，当たり番号を見て下さ

い｡」というメッセージを入れ，トークンによる正の強化

をおこなった。第５日目はごみ袋に「ごみを散らかすの

はやめましょう」という負の促進をうながすメッセージ

を入れた。この結果は，第４１１目に行ったトークンエコ

ノミーによる介入が最も効果があることが実証された。

このように不特定多数のごみ捨て行動を改善するために

は，トークンエコノミーによる介入が効果があることが

わかった。

第８章「適切なごみ捨て行動が生じるために２－あ

る商店街におけるごみ捨て行動への介入一」では，日常

生活が行われている場面での適切なごみ捨て行動を誘発

するために応用行動分析の刺激性制御法を用いて実験を

行っている。ＡＢＡＢデザインを用い，Ａはベースライン

期で，Ｂの介入期には通常設置されているごみ箱８か所

にあき缶あきピン専用のごみ箱を設置した。ベースライ

ン１期３週間，介入1期１週間，ベースライン２期１週

間，介入２期１週間のごみ捨て量とあき缶の道路に捨て

られている量を計測した。この結果，あき缶あきピン専

用のごみ箱を設置した介入期のほうが，設置していない

ベースライン期にくらべ，とくにあき缶のごみ捨て行動

は促進された道路に放置されたあき缶は減少した。物理

的な環境整備は適切なごみ捨て行動を促進する上で大き

な効果があることがわかった。

第９章「心理的手法を用いた介入計画案の試み」で

は，第２章から第８章まで調査や実験をもとに考えられ

た「心理的手法を用いた介入計画案」を具体的に示して

いる。そこでは，「個人を取り巻く物理的な環境の整備」

と「適切な動機付けを行う環境の整備」がふくまれてお

り，「物理的な環境の整備」のための具体的な方法として

は，①住戸内の環境整備の必要と，②拠点回収システム

をはじめとした多様な回収ルートの整備の必要性につい

てのべている。また，「適切な動機付けを行う環境の整

備」のための具体的な方法としては，①教育，広報活動

による適切な動機付けの必要性と，②トークンエコノ

ミーによる強化の方法が適切に用いられる必要性につい

て論じている。さらにこの「心理的手法を用いた介入計

画案」を現行のごみ捨てに関する政策の中に位間づけ，

従来からの規制的手法や経済的手法の限界を補う方法と

してこの心理的手法を提案している。

第１０章「総括」では，各章を総括し，今後の問題をの

べている。本論文の今後の最終課題は，本論文で明らか

にした「心理的手法」を現実の地方自治体の清掃行政に

あてはめ，その効果を実証することである。

本論文の最も価値あるところは，野球場や商店街とい

う自然状況の中でごみ捨て行動の実験を行った点であ

る。こうした研究は事前の交渉やセッティングに労力が

かかり実験の形にまでもっていったことは高く評価した

い。さらに，ごみ捨て行動を歴史にさかのぼって考察し，

時代状況によって変化してきたことを分析していること

も評価したい。ただ，この論文の難点をあげるとすれば，

ごみ捨て行動の問題をあまりにも幅広く論じようとした

ためにやや冗漫になり，もうすこし取捨選択が必要で

あったと考えられる。また，ごみ捨てに対する一般的態

度や社会規範がすぐさまごみ捨て行動に結びつかないこ
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とを論じている個所で，そのようなストレートな倫淵に

なっていないところが見受けられた。

このような問題点を指摘できるが．これらは本論文の

全体的価値を特に低めるものではないであろう。本論文

において著者が行った，ごみ捨て行動の歴史的考察と応

用行動学的実験は，ごみ捨て行動を社会状況と心踊行動

的側面のl1lljImから総合的にとらえることに成功してい

る。さらにごみ捨ての清掃行政の施策にまで提言をして

いることは研究成果を実践的にすこしでも役立たせたい

という著者の熱意の現れである上，この論文をいっそう

ユニークなものとしているといえるだろう。

本論文が博士（社会学）の学位を受けるにふさわしい

ものであると判断するものである。

記

お詫びと訂正

本紀要第４５号に誤りがございました。識んで訂正申し上げます。

編集委員会主任冨安芳和

１．中扉の表記中EditorsをOrganizersに改めます。

２．ＣＯＮＴＥＮＴＳの次の頁の写真を削除します。

正誤表

２１ページ左２行目ｏｎ一ofに変更

２４ページ左１１行目stimuli-→削除

４９行目of-→削除

２６ページ左１４行目Lumusden-Lumsdenに変更

２８ページ左４行目naturalthose-参naturalthanthoseに変更

３５ページ右４０行目tended-tendに変更

４７ページ左３０行目式(3.1)左辺Ｐ(EilF)一P，(EilF)に変更

５５ページ左１８行目ｏｎ一ofに変更
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